
　

M
A
法
は
、
水
蒸
気
に
加

え
て
酸
素
等
の
ガ
ス
成
分
も

測
定
で
き
る
た
め
、
高
い
水

蒸
気
バ
リ
ア
性
が
求
め
ら
れ

る
有
機
デ
バ
イ
ス
や
太
陽
電

池
分
野
の
み
な
ら
ず
、
酸
化

に
よ
る
品
質
劣
化
を
防
ぐ
た

め
酸
素
バ
リ
ア
性
が
重
要
な

食
品
・
医
薬
品
包
装
分
野
、

水
素
を
取
り
扱
う
燃
料
電
池

等
の
自
動
車
関
連
分
野
の
研

究
・
開
発
に
も
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
。

タ
ー
（
C
N
R
S
）
招
聘
研
究

員
（
～　

年
）
▽
2
0
1
0
年

01

国
際
度
量
衡
局
（
B
I
P
M
）

招
聘
研
究
員
（
～　

年
）
▽
2

11

0
1
2
年
国
際
度
量
衡
委
員

（
C
I
P
M
）▽
2
0
1
5
年

産
総
研
計
量
標
準
総
合
セ
ン

タ
ー
（
N
M
I
J
）
研
究
戦
略

部
長
▽
2
0
1
7
年
4
月
同

計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
長
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産
総
研
と
M
O
R
E
S
C
O「
ガ
ス
・
水
蒸
気
透
過
率
測
定
装
置
」

開
発
、
オ
ー
バ
ル
米
国
子
会
社
設
立
、
産
総
研
人
事
ほ
か 
陰
面

人
事
異
動
、『
特
定
商
品
分
類
表
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
掲
載
に
あ
た
っ
て 
隠
面

『
特
定
商
品
の
分
類
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』 

韻
吋
面

J
C
S
S
登
録
・
認
定
事
業
者
一
覧
「
力
」 

右
面

N
M
S
研
究
報
告 
9
月 　

、 

宇
面

（1）

第
3
四
半
期
決
算　

、
社
説 

烏
面

（7）

新
製
品
（
寺
岡
精
工
）、
不
確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー
情
報
、
訃
報
ほ
か 
羽
面

今週の主な記今週の主な記事事

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所

（
産
総
研
）の
副
理
事
長
に
、

三
木
幸
信
（
理
事
、
計
量
標

準
総
合
セ
ン
タ
ー
〔
N
M
I

J
〕
長
、
国
際
法
定
計
量
機

関
〔
C
I
L
M
〕
第
2
副
委

員
長
）
氏
が
就
任
し
た
。
4

月
1
日
付
。

　

産
総
研
計
量
標
準
総
合
セ

ン
タ
ー
（
N
M
I
J
）
長
に
、

臼
田
孝
（
産
総
研
N
M
I
J

研
究
戦
略
部
長
、
国
際
度
量

衡
委
員
）
氏
が
就
任
し
た
。

4
月
1
日
付
。

【
三
木
幸
信
】
▽
1
9
8
2

年
3
月
東
京
大
学
大
学
院
理

学
系
研
究
科
相
関
理
化
学
課

程
博
士
課
程
満
期
退
学
、
1

9
8
6
年
3
月
工
学
博
士
▽

1
9
8
2
年
4
月
工
業
技
術

院
計
量
研
究
所
入
所
▽
1
9

9
8
年
7
月
同
量
子
部
精
密

計
測
研
究
室
長
▽
2
0
0
1

年
4
月　

産
業
技
術
総
合
研

（独）

究
所
企
画
本
部
総
括
企
画
主

幹
▽
2
0
0
4
年
4
月
計
測

標
準
研
究
部
門
副
研
究
部
門

長
▽
2
0
0
6
年
4
月
計
量

標
準
管
理
セ
ン
タ
ー
（
N
M

I
J
）
長
▽
2
0
0
7
年　
11

月
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

長
▽
2
0
1
0
年
4
月
計
測

標
準
研
究
部
門
長
▽
2
0
1

2
年
4
月　

産
業
技
術
総
合

（独）

研
究
所
理
事
に
就
任
▽
2
0

1
5
年
4
月
（
国
研
）
産
業

技
術
総
合
研
究
所
理
事
▽
2

0
1
7
年
4
月
（
国
研
）
産

業
技
術
総
合
研
究
所
副
理
事

長【
臼
田
孝
】
▽
1
9
8
7
年

東
京
工
業
大
学
総
合
理
工
学

研
究
科
精
密
機
械
シ
ス
テ
ム

専
攻
修
了
▽
1
9
9
0
年
通

商
産
業
省
計
量
研
究
所
（
現

産
総
研
）
入
所
▽
1
9
9
8

年
ド
イ
ツ
物
理
工
学
研
究
所

（
P
T
B
）招
聘
研
究
員（
～

　

年
）
▽
2
0
0
0
年
フ
ラ

99ン
ス
国
立
科
学
研
究
セ
ン

産
業
技
術
総
合
研
究
所
人
事

副
理
事
長
に
三
木
幸
信
氏

計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
長
に
臼
田
孝
氏

　

オ
ー
バ
ル
（
東
京
都
新
宿

区
上
落
合
3
―　

―
8
、
谷

10

本
淳
社
長
）
は
、
米
国
の
拠

点
と
し
て
、
テ
キ
サ
ス
州

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
オ
ー
バ
ル

の
1
0
0
%
子
会
社
と
し

て
、O

V
A
L
C
orp
orat

io
n
o
f
A
m
e
ric
a

を
設

立
し
た
。
コ
リ
オ
リ
流
量
計

の
組
立
・
修
理
お
よ
び
販
売

が
目
的
で
、
7
月
か
ら
の
操

業
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

　

オ
ー
バ
ル
は
、
今
回
の
子

会
社
設
立
に
よ
り
、
2
0
1

5
年
に
コ
リ
オ
リ
流
量
計

（
質
量
流
量
計
）
に
関
し
て

相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
名
製
造

（
O
E
M
）
契
約
を
締
結
し

て
い
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
社（C

a

m
eron

In
tern
ation

a

lC
orporation

、本
社
：

米
国
）
と
の
取
引
の
拡
大
や

米
国
・
カ
ナ
ダ
・
中
南
米
等

か
ら
の
受
注
獲
得
を
目
指
し

て
い
る
。
同
社
は
、
米
国
経

済
圏
で
の
販
売
拡
大
を
経
営

戦
略
の
柱
の
1
つ
に
位
置
づ

け
て
お
り
、
子
会
社
設
立
に

よ
る
組
立
・
受
注
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
る
。

■O
V
A
L
C
o
rp
o
ratio

n
o
f
A
m
erica

の
概
要

【
会
社
名
】O

V
A
L
C
or

p
o
ratio

n
o
f
A
m
e
ric

a

【
所
在
地
】
米
国
テ
キ
サ
ス

州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

【
代
表
者
】
池
田
國
高

【
事
業
内
容
】
コ
リ
オ
リ
流

量
計
の
組
立
・
修
理
お
よ
び

販
売

【
資
本
金
】
1
0
0
万
U
S

ド
ル

【
設
立
年
月
】
2
0
1
7
年

4
月

【
操
業
開
始
】
2
0
1
7
年

7
月
（
予
定
）

【
出
資
比
率
】
1
0
0
%

【
決
算
期
】　

月
12

オーバルが米国子会社
OEM契約拡大、新規受注目指す

産
総
所
と
M
O
R
E
S
C
O

ガ
ス・
水
蒸
気
透
過
率
測
定
装
置
開

ガ
ス・
水
蒸
気
透
過
率
測
定
装
置
開
発発

　

M
O
R
E
S
C
O
と
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
ナ
ノ
材

料
研
究
部
門
、
工
学
計
測
標
準
研
究
部
門
は
、
フ
ィ
ル
ム

状
試
料
の
ガ
ス
・
水
蒸
気
透
過
率
を
測
定
す
る
従
来
の
等

圧
法
、
差
圧
法
と
は
異
な
る
新
た
な
方
法
（
M
A
法
：M

odified
differen

tialpressu
re
m
eth
od
w
it

h
an
A
ttach

ed
su
pport

）
を
共
同
で
開
発
し
た
。

M
A
法
に
基
づ
い
た
測
定
装
置
も
開
発
し
た
。

測
定
に
必
要
な
時
間
を
短
縮

　

今
回
開
発
し
た
M
A
法
に

よ
り
、
測
定
試
料
両
側
の
圧

力
差
が
測
定
試
料
に
与
え
る

ダ
メ
ー
ジ
（
試
料
表
面
に
形

成
さ
れ
た
ガ
ス
バ
リ
ア
層
の

損
壊
等
）を
最
小
限
に
抑
え
、

測
定
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
装
置

の
構
造
が
簡
素
化
さ
れ
た
た

め
、
感
度
も
向
上
し
た
。

　

M
A
法
は
、
水
蒸
気
等
の

検
出
器
に
つ
な
が
る
ス
ペ
ー

ス
（
検
出
側
空
間
）
と
測
定

試
料
の
間
に
支
持
体
層
を
設

け
た
の
が
特
徴
。
そ
の
構
造

を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、

試
料
交
換
、
ガ
ス
・
水
蒸
気

の
透
過
中
に
関
わ
ら
ず
常
時

支
持
体
層
を
設
け
た
ま
ま
に

す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
物

理
計
測
標
準
研
究
部
門
量
子

光
計
測
研
究
グ
ル
ー
プ
福
田

大
治
研
究
グ
ル
ー
プ
長
、
丹

羽
一
樹
主
任
研
究
員
は
、
従

来
の
光
学
顕
微
鏡
で
は
観
測

で
き
な
い
極
め
て
弱
い
光
で

も
、
明
瞭
な
カ
ラ
ー
画
像
を

観
察
で
き
る「
光
子
顕
微
鏡
」

を
世
界
で
初
め
て
開
発
し

た
。

　

光
学
顕
微
鏡
は
、
試
料
か

ら
の
光
が
極
め
て
弱
く
て
光

検
出
器
の
検
出
限
界
を
下
回

る
と
観
測
で
き
な
い
と
い
う

欠
点
が
あ
る
。

　

産
総
研
は
、
同
所
が
開
発

し
た
超
伝
導
光
セ
ン
サ
ー
を

顕
微
鏡
の
光
検
出
器
と
し
て

用
い
て
「
光
子
顕
微
鏡
」
を

開
発
し
、
光
子
数
個
程
度
の

極
め
て
弱
い
光
で
カ
ラ
ー
画

像
の
撮
影
に
世
界
で
初
め
て

成
功
し
た
。

産
業
技
術
総
合
研
究
所

光
子
1
つ
が
見
え
る「
光
子
顕
微
鏡
」


